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アル ミナ溶射皮膜の細孔構造に つ い て

Pore　Structure　of 　Plasma　Sprayed

　　　　 Alumina　Coatings
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　　　　　　　　 昭和 62年 2 月

　　　　日本溶射協会第46回学術講演大会

　プ ラ ズ マ 溶射法 で 形 成 されるセ ラ ミ ッ ク皮膜は ， 多

くの 気孔 を有する多孔質 で ある 。 多孔質膜 は，気孔率

や気孔径 で 表 わ さ れ る細孔構造 に よ り
， 熱伝導や物質

の 透過 に 関す る物性値が 変化す る 、 そこ で ，
ア ル ミナ

溶射皮膜に つ い て，その 細孔構造 を調ぺ ，溶射条件に

よ りどの よ うに変化す るかを検討 した。

　溶射材料 に は 主 として10− 44μm の 粒径の ア ル ミ ナ

粉 末 を，
プ ラ ズ マ ガ ス に は ア ル ゴ ン ・ヘ リ ウ ム 混合ガ

ス をそれぞれ用 い て，大気中で 軟鋼板上 に溶射 し た。

得 られ た 皮膜 は SEM ，光学顕微鏡 お よ び水銀ポ ロ シ

メ ーターに よ り細孔構造の 分析 を行 っ た 。

　皮膜表面の SEM 写真か ら，円板状粒子 の 積層 で 皮

膜 が 構 成 さ れて お り，その 粒子 と粒 7一の 間 に 存在 す る

マ ク ロ 気孔 と粒子 その もの に あ る 割 れ や 小 孔 な ど の ミ

ク ロ 気孔が あ る こ と が わ か っ た 。 水銀ポ ロ シ メ ーター

の 分析 に よれば，それぞれ40μm 前後 と0．4 − 0．Olμ m

の 大 き さ をもつ
。

　溶射材料の粉末粒径 を小 さ くす る と マ ク ロ 気孔径 も

小 さ くな り，
マ ク ロ 気孔径 は原料粉 末粒径 に 依 存す

る。溶射距離 を長 くした り，ア
ー

ク 電流値を下 げ る と

気孔率 が 増 加 す る 。
こ れ は

，
プ ラ ズ マ ジ ェ ッ ト中で の

粒子 の 加熱が不十分で あ る た めと考えられ る。プ ラ ズ

マ ガ ス組成とアーク電流値を変 えて，同程度 の 加熱効

果で 粒子速 度 が 変 わ る よ う な溶射条件 を与 えた と こ

ろ， 粒子 が 高速 の 場合， 皮膜粒子 は周囲の 凹凸が多 い

形 で，マ ク ロ 気孔率が高か っ た 。 こ れ らの こ と か ら，

プ ラ ズ マ ジ ェ ッ ト中で の溶射粒子の 加熱 ・加速過程 が

皮膜 の 気孔率に大 きな影響 を与 えると考えられる 。
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　本論文は舶 用ボイ ラ に よる低周波騒音 の 公害 に つ い

て実験的 に調査 した結果に つ い て述 べ た もの で ある。

　1980年 6 月 日本の 某港 で ， 船舶 の ボ イ ラ に 起 因 す る

低周波騒音公害が発生 し た 。 低周 波騒音 の 発 生原因

は ，ボ イラ の バ ー
ナ
ーが 燃焼振動 を起 し，ボ イ ラ の

缶，煙突 と共鳴 した もの と予測 さ れ た 。 著者等は タ
ー

ビ ン 船主機関用ボ イラ を用 い て 2 つ の 実験 を試 み た 。

第 1 は休缶 中の ボ イラ に ス ピ
ーカーを設置 し て， 5〜

40Hz の 純音を発生させ て 、ボ イ ラ の 缶，煙突の共鳴点

を探 る 実験 で あ る 。 第 2 に ボ イ ラ の 諸条件 （缶圧、噴

燃圧、負荷）を変化さ せ て，低周波騒音の 発生す る条件

を探 る実験 で ある 。 な お，低周波騒音計 は船 の外部甲

板上 に 設置 して 計測 した 。

　今回 の 実験 の 結果，第 1の ス ピーカ ーテ ス トで，明

白に共鳴す る周波数帯域が 存在 す るこ とが わ か り， そ

の 周波数 と計算 で 求 め られ る煙突の 気柱共鳴周波数，

及び缶体 の ペ ル ム ホ ル ツ 共鳴周波数 と の比較検討 を行

なっ た 。 また，汽醸中の ボイ ラ の あ る 条件 で ， 低周波

騒音が発生す る点 も解明 さ れ ， その 周波数と ス ピーカ

ー
テ ス トの 共鳴周波数との 比較検討を行なっ た 。

　以 上 の実験の結果，煙突 の 気柱共 鳴周波数と
一

致す

る 周波数で低周波騒音が明らか に なっ た 。 よっ て ， 予

め煙突の長 さ か ら計算で きる共鳴周波数 を避 けた 運転

条件に よ っ て ボ イ ラ を稼 働 させ る こ と に よ り，低周波

騒音の 公害 を排出す るこ とが避 け られ る 。
こ れ は舶用

に 限 らず一般の汎用 ボ イ ラ に も同様 の こ とが言 え る と

考 えられる。
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